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◆図書館日誌 （2019 年 1 月～ 8 月）◆図書館日誌 （2019 年 1 月～ 8 月）

1.25  ビッグディール契約のあり方に関する検討委員会（第2回）

2.4  電子媒体検討委員会 （第 4 回）

2.5  春季休業期間につき開館時間短縮 （3/31 まで）

2.9  改修工事につき中央図書館臨時休館 （2/10 まで）

2.26  図書連携協議会 （第 5 回）

3.9  改修工事につき中央図書館臨時休館 （3/15 まで）

3.12  学習支援連携委員会 （第 2 回）

3.22  資料展示 「第二次 『早稲田文学』 を飾った挿画たち

―本間久雄旧蔵資料から―」 （4/25 まで）

4.1  中央図書館 3 階フロアリニューアル ・ オープン

4.1  入学式に伴う中央図書館自由見学 （4/3 まで）

4.15  Library Week を開催 （4/19 まで）

4.26  ビッグディール契約のあり方に関する検討委員会（第3回）

5.28  ビッグディール契約のあり方に関する検討委員会（第4回）

6.4  電子媒体検討委員会 （第 1 回）

6.21  図書連携協議会 （第 1 回）

6.25  図書館情報検索ワークショップ 2019 春学期を開催

（7/11 まで）

7.19  夏季長期貸出 （8/26 まで）

7.31  電子媒体検討委員会 （第 2 回）

8.3  夏季休業期間につき開館時間短縮 （9/20 まで）

8.3  オープンキャンパスに伴う中央図書館自由見学 （8/4 ま

で）

8.27  新図書館システムへの移行のため、 貸出 ・ 返却を停

止 （9/1 まで）

8.30  図書館システム更新のため全館臨時休館 （9/1 まで）

～ Pulsus ～～ Pulsus ～

仰ぎ見た図書館・仰ぎ見る図書館仰ぎ見た図書館・仰ぎ見る図書館

　私の所属する教育学部国語国文学科の新入生オリエン

テーションでは、学科の専任教員全員が一堂に会して新

入生へ話をするのが恒例となっている。その中で多くの

先生方が充実した図書館を語る。帰りに必ず寄るように

と強要する（？）先生もおられる。実際に、私の専門と

する平安文学の領域でも、早稲田大学図書館の蔵書は質

量ともに圧倒的だ。卒業論文を書くための資料も大方は

雑誌論文も含めて、大学内の資料でまかなえてしまう。

このような図書館を持つ大学はごくわずかであろう。

　私が大学に入学したときは、現在、高田早苗記念研究

図書館となっている旧図書館であったが、とにかくその

威容に圧倒された。風格ある閲覧室は黒光りする机や椅

子も年輪のように重々しく、辞典などが置かれた別室で

は、『大漢和辞典』の前に、大学院生らしき学生がいつも

いて、調べ物をしていた。今の学生に言うと驚くが、当

時の一般学生は書庫に入ることができず、出納式で職員

の方に持ってきてもらう形だった。そこで初めて中身を

読み、調べたいことが全く書かれていないこともあった。

大げさに言えば、そのような挫折を重ねる中で、事前に

本や著者の情報を仕入れておく術を学んだものである。

一方で、すぐに返すのは係の方に申し訳ないので読んで

みると面白く、思わぬヒントを得ることもあった。振り

返ると、なぜか学生時代から平安時代にだけは関心があっ

て、その領域の研究書などを図書館で読んでいたようだ

が、それ以外は特に厳しい授業の予習や発表の準備で利

用していた記憶があり（不出来な発表だと、その場で学

生読書室へ行くように指示する先生もおられた）、私など

は授業時に、もう少し学生に厳しく接した方がよいのか

なと反省する。大学院生になり自由に書庫に出入りでき

たときは誇らしかった。

　さて早稲田大学図書館には国宝も含む数多くの稀覯本

を収蔵していることは広く知られている。これらの多く

が「古典籍総合データベース」として画像公開されている。

まさに情報公開の理想的な姿であり、傑出した文化事業

である。あまり有名ではない作品や注釈書まで幅広く公

開されているのは驚嘆すべきであり、個人的にも大いに

恩恵を受けている。さらに、ラーニングコモンズなどの

リニューアルも進み、用途に応じた学びの空間が広がっ

ている（外観も実にスタイリッシュ！）。検索システムも

より充実したものに変わった。中央、戸山、理工、所沢、

それぞれの図書館の特色を生かした魅力的な企画も目白

押しである。進化を続ける図書館に、初めて訪れる学生

たちもかつての私のように圧倒され、さらにより居心地

の良さを感じるに違いない。それが図書館に関わってき

た人々、職員の方々の献身的な努力の賜物であることに

思いを馳せたいものである。

福家　俊幸（図書館副館長、教育・総合科学学術院教授）


